
冬休みもあっという間に終わり、１月６日(月)か
ら、３学期がスタートしました。
始業式では、校歌斉唱に続き、各学年の代表、

６年 向後諒学さん、５年 越川華帆さん、４年
濱仲娃乎さん、３年 常世田琥介さん、２年 小林
阿 透 さ ん 、 １ 年 平 野 星 流 さ ん か ら そ れ ぞ れ
３学期に頑張りたいことの挨拶がありました。
国語・算数のテストを頑張りたい、マラソンなどの運動を頑張りたい、
みんなをまとめられる存在になりたい、学校生活を楽しく過ごしたい
など、今年のやりたいこと、頑張りたいことの決意がしっかりと伝わ
りました。
校長からは、新年の挨拶に続き、冬休み中、子どもたちが、大きな

事件事故に巻き込まれることなく安全に過ごしたことへの感謝と、「抱
負」の意味（＝心の中で温めている計画や決意→自分の目標に向けて
「どのように行動する」かを決めること。）についての話しがありま
した。
３学期はあっと言う間に過ぎていく学期、とても短い学期とよく言われます。私たち職員

も、正月気分を吹き飛ばし、全力で教育活動に務めて参ります。本年も、どうぞよろしくお
願いします。

国の重要文化財である木造薬師如来坐像(もくぞうやくしに
ょらいざぞう)のご開帳に合わせ、３年生が総合的な学習とし
て、１月８日(水)に常灯寺を見学しました。常灯寺では、豊実
会の鳴り物、甘酒の振る舞いもあり、子どもたちは楽しみなが
ら、薬師如来坐像も含めた鎌倉時代から受け継がれる歴史に直（じか）に触れること
ができました。見学を終え、最後に無
病息災をもたらす御朱印をおでこにい
ただき、帰校しました。

１月１０日(金)、豊岡小学校卒業生でもある税理士 石坂好識 氏（(株)
銚子会計／石坂税理士事務所 代表取締役）を講師に迎え、６年生児童が
租税の意義や役割を学ぶ「租税教室」を実施し
ました。
子どもたちは、税金の種類や、日常生活の中

で、何に対して税金が使用されているかを知っ
たり、税金をどのように集めるかをグループご
とに考えたりと、税金について学ぶことができ
ました。
最後に、ジュラルミンケースから取り出した

１億円のレプリカを各々が実際に持ってみて、
その重さを体感しました。

本校外国語活動補助員 大根真澄が、出産準備のため、昨年１２月末で退職しました。そ
の代替として、本年１月から、英語指導の経験豊かな 信太秀一（しだ しゅういち） が勤
務することになりました。前任者同様、よろしくお願いします。
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